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3市 場経済の問題と思想路線の問題

登区小平の関連論述をあぐる対談録

0122)

糞育之

客人 今年[1992年]4月}あ なたが上海の新聞に発表 した二っの論文は,た

いへん注目され,と くにその中で社会主義的市場経済に論及 したものは,小 平

同志の,だ れ も引用 したことのない関連論述を紹介 し,み なさんの重視や関心

を引きま したね。

主人 そ うです。『解放 日報』に発表 した 「中国の特色をもっ社会主義の旗の下

で 郡小平の著作の読書 ノー ト」 は,人 民出版社か ら単行本として出版 さ

れま した。「文匪報』に発表 した 「思想を解放 し,生 産力を解放 しよう 郡

小平同志の重要な談話の学習」は,『新華文摘』の6月 号に収録されています。

この機会を利用 してy二 つの論文を初めて発表 したときのい くつかの誤字や誤

植 ・脱落を,訂 正 したいと思います。

客人 論争 もあったそ うですね。

主人 論争があることはよいことです。百家争鳴,自 由な討論,実 践による検
の

証!「 大 きな帽 子」 で もって脅 した り しなければ,よ い こ とで す。

客 人 どん な論 争 が あ ったのですか。

主人 おおよそ,龍 に は市場 経 済 の 問題 です。

小平同志の6回 の関連論述

客人 小平同志の市場経済 と社会主義 との関係の論述,い くっかの意見は,と

て も重要で,き わめて啓発的です。

主人 わた しの感想ですが,小 平同志の論述の最 も重要で,最 も啓発的な点は,

論述の細部にではなく,市 場経済についての認識問題 と思想路線を正す問題 と

を しっか り結びつけた点にあります。彼 は,関 連論述の中で,正 しい路線をっ



0126) 市場経済と計画経済 く1)121

らぬ き,思 想 の解放,実 事 求是 の マ ル ク ス主 義 の思 想 路線 を堅持すべ きだと強

調 しています。 この ような思想路線 を守 って,は じめ て市場 経 済 につ いて の認

識 問題 を正 しく解決 す る道が探 しだせ るのです。

客人 小平 同志 の関連論述 は多 いで しょうね。

主人 わた しのあの読書 ノー トでは5編 を紹 介 して い ます。 最近 新 聞 に発表 さ

れた薄一波 同志 の 「『半 月談』思想政治活動 の革新賞」 の表彰式 での講話で は,

まだ発 表 されて いな い もの が紹 介 されています。全部 で次 の6編 です。 ①1979

年11月26日 の 『エ ンサ イ ク ロペ デ ィア ・ブ リタニカ』 の副編集長F・B・ ジ

ブニ ー氏 等 との談 話 の中 に一 っ。②1984年10月22日 の 中央顧 問委 員会 第三 回

総 会 にお ける講話 の中 に一つ。③1985年10月23日 の アメ リカの企業 家 代表 団

との談 話 の中に一っ。④1989年6月9日 の首 都 戒厳 部 隊 の軍 以 上 の幹 部 との接

見 のさいの講話 の中 に一つ。 ⑤1990年12月 の あ る談話 の中 の一 っ で,薄 一一波

同志 が最近 紹 介 した もの。⑥1992年1月 か ら2月 の南 巡 談 話 の中 に一 っ 。

客 人 この6編 以 外 に,こ の 問題 に言 及 した談 話 が まだ あ ると聞 いています

が。

主人 わた しも聞いた ことがあ りますが,文 献 に記 載 され て い る もので,見 つ

けて カ ー ドに と った もの は,こ の6編 です。

客人 小 平同志 の この6編 の関連 論 述 の背景 や 内容 を詳 しく紹介 して いただ け

ませんか。

第・一次論述の背景 と内容

主人 まず最初 に,1979年11月26日 の ジ ブニ ー氏 との対 談 にっ い てお話 しま

しょう。この ときは,[党 の]第ll期3中 全 会 が開 か れ てか らまだ1年 た って お

らず,「 歴 史 決議 」の起 草 の ち ょうど準備中 のことで した。対談 は,社 会 主義 に

っ いて の認 識 や,資 本主 義 と社会 主 義 の関係 に まで広範 に及 びま した。談話 の

中で小平同志 は次 のよ うに言いま した。「もちろん,資 本 主義 はい らな いが,発

達 した,生 産 力 の発展 した,国 を富 強 にす る社 会主 義 は い る。経営管理方法 を
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含あて,資 本主義のよい点を学ぶ ことは,決 して資本主義を実現することと同

じではない。つまり社会主義 は,そ れ らの方法を利用 して,社 会的生産力を発

展させるのである」。

客人 資本主義制度の下で発展 したよい方法を利用 して社会主義を発展 させ る

こと,こ れは重要な指導方針です。

主人 このような指導方針を確立するためには,ま ず最初に思想路線の問題を

解決す る必要があります。思想の解放,実 事求是z[す なわち]生 産力を発展させ

るという社会主義社会の実際の必要から出発 して,す べての利用できるよい方

法を試 し,実 践の中で取捨を決定 し,発 展させるのであり,最 初から観念的に

資本主義制度の下でのすべての方法を拒絶 しないこと,こ うしてはじめて,こ

のような指導方針を受け入れ,確 立することができるのです。

客人 小平同志 は,こ のような指導方針を述べてか ら,市 場経済の問題を話 さ

れたので しょうか。

主人 はい,そ うです。談話の中で小平同志は,市 場経済というとき,資 本主

義の社会,資 本主義の市場経済に,限 られるなどということは,ま った く正 し

くない,と 指摘 しています。社会主義が,ど うして市場経済を行 っていけない

ので しょうか。それは,資 本主義だとは言えません。わたしたちは,計 画経済

を主 とし,市 場経済 とも結びっ くのです。彼が言 うには,市 場経済は,封 建社

会の時期にすでに芽生 えていました。社会主義 も市場経済を行うことができる

のです。彼 はまた次のように言いました。社会主義の市場経済 は,方 法的にも,

基本的にも,資 本主義社会のそれに似ているが,違 いもあります。それは,全

人民的所有制の間の関係であり,当 然,集 団的所有制の間の関係であり,外 国

資本主義 との関係で もあります。 しか し,結 局は社会主義のものであり,社 会

主義国のものです。

客人 小平同志がまった く正 しくないと考えた観点は,ど ういった人たちの観

点で しょうか。

主人 わた しの考えでは,二 種類の人々がこの観点をもっています。一種類は,

ブルジョア的な多 くの論者であり,彼 らは資本主義を賛美 し,市 場経済を賛美
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しますが,社 会主義に反対 し,市 場経済 といった立派な ものは,資 本主義だけ

が行 うことができるのであり,社 会主義は計画経済を行い,市 場経済を行 うこ

とはできない,と 考えます。彼 らは,社 会主義を不変のものと捉 らえています。

もう一種類はy社 会主義のある種の論者です。彼 らは,前 の類型の人と立場 は

あい反するが,論 拠は似通 っており,次 のように考えます。市場経済 は資本主

義だけが行 うことができるのであり,社 会主義 は行 うことがで きない。社会主

義だけが計画経済を行 うことができるのであり,計 画経済 は,社 会主義の本質

および優越性である,と 。彼 らもまた,社 会主義を不変のものと捉 らえている

のです。

客人 この二っは教条主義です。反社会主義の教条主義 と社会主義の教条主義

です。

主人 そう呼んでも,か まいません。 もちろん,か ならず しもそう呼ばなくて

もよいで しょう。っまり,小 平同志 は,ド社会主義だけが計画経済を行 うことが

できる」という硬直 した観念に突破口を開 き,社 会主義 と市場経済の両者 はあ

い入れないことはないと考え,し たがって,わ が国の社会主義の改革および発

展のために,新 しい思考の道,す なわち 「社会主義 もまた市場経済を行 うこと

がで きる」 という新 しい思考の道,を 開拓 したのです。

客人 わが党の文献で,こ れがはじあて社会主義的市場経済を提起 したもので

しょうか。

主人 社会主義的市場経済という概念を提起 し,あ わせて初歩的な限定および

説明を与えたという点で,お そらくはじめてで しょう。社会主義は市場経済を

完全に排除するという観念を打破 した点で,わ が党の一部の指導者 は,こ れ以

前にすでにこの問題を探究 し始めていたのです。

客人 いっで しょうか。

主人 昔のことは別 として,第11期3中 全会の少 し前,1978年 の7月 か ら9

月,国 務院で何度 も研究討論会が開かれ,経 済問題について広範に討論 されま

した。 この研究討論会では,す でに 「計画経済と市場経済の結合」という思想

が提出されています。
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客人 小平同志が,社 会主義 もまた市場経済を行 うことができると述べたこと

は,一 年前のこの討論 と関係があるのでしょうか。

主人 おそらくあると思 います。第11期3中 全会後まもなく,1979年 の春,わ

が党の指導者層の中には,計 画経済 に現れた欠点を一歩進んで探究 し,主 な欠

点は,「比例にもとつ く計画があるJと いう一文があるだけで,社 会主義制度の

下で もかならず市場調整があるという一文がないことだ,と 考える者がいまし

た。この欠点をもたらした思想上の原因は,社 会主義経済制度の建設の経験 と,

自国の生産力発展の実際の状況 とにもとついて,マ ルクスの原理(比 例にもとつ

く計画)を 発展 させなか ったことです。この探究か ら得 られた結論は,次 の通 り

です。社会主義の時期には,か ならず二つの経済がある。計画経済の部分,こ

れは主要であり,市 場調整の部分,こ れは従属的であるが,必 要なものでもあ

る。ある指導者は,「計画調整 と市場調整の結合」という表現を用いたこともあ

る,とi言 いました。

客人1979年11月,小 平同志が,社 会主義 もまた市場経済を行 うことができ

ると述べたことと,こ の探究 とは関係があるで しょうか。

主人 おそらくあるで しょう。当時,理 論界には0歩 前進 した探究がありま し

た。呉敬漣同志 は,最 近(8月14日)『 文匪報』に談話を発表 し,次 のように述

べています。理論界のある同志はすでに,「計画調整 と市場調整とが結合 した商

品経済」,「生産手段の公有制が優勢を占め,多 くのウクラー ドが併存す る商品

経済」a「社会主義経済は計画的商品経済」等々の新 しい思想および表現を提出

していた,と 。 しか し,理 論界には異なる意見 もあります。 ある論文は依然 と

して,「社会主義経済はただ計画経済だけである」と考え,次 のような批判を し

ました。 もしわた したちの経済を商品経済と概括す るならば,社 会主義経済 と

資本主義経済の本質的差異を曖昧にする。 もし商品経済 の原則に照 らして,国

営企業を完全独立採算,損 益 自己責任の経済単位 に改変 し,競 争が経済発展の

原動力であることを確認するならば,実 際には 「社会主義的計画経済の原則」

によっτではなく,「資本主義的市場経済の原則」によって,わ が国の経済管理

制度の改革を行うことになる,と 。
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客人 論争の結果はいかがで したか。

歴史決議と第12回 党大会報告の定式

主人1981年6月 の第11期6中 全会は,巾 国共産党中央の 「建国以来の党の

若干の歴史問題に関する決議」を採択 し,決 議の中で党中央のこの問題に対す

る規範的性格の定式をっ くりました。「公有制を基礎に計画経済を実行 し,同 時

に市場調整の補助的作用を発揮させなければならない。社会主義的な商品生産

と商品交換を全力をあげて発展させなければならない」。この定式は,計 画経済

だけを認め,市 場調整を排除する伝統的観念 と比べて,党 の理論 と政策 ・思想

の一大前進です。

客人 しか し,こ こではまだ商品経済,市 場経済 という定式が使われておりま

せんね。

主人1982年9月 の党の第12回 大会が採択 した報告の中の定式は次の通 りで

す。「計画経済を主とし,市 場経済を従とする」。これは,「歴史決議」の中の定

式 と一一・致 しています。しか し,第12回 大会報告は,計 画は指令性計画と指導性

計画 という二っの部分に分 けなければな らないという新 しい思考方向を確認

し,し たがって,通 常,計 画経済を指令性計画だと理解する伝統的観念を訂正

したのです。報告はさらに次の点を強調 しました。むろん指令性計画を実行 し

ても,指 導性計画を実行 しても,客 観的実際に合 うように努め,常 に市場の需

給状況の変化を研究 し,価 値法則を意識的に利用 しなければならない・…・・。 こ

れらはすべてまだ 「歴史決議」の中にはな く,党 の理論と政策 ・思想は,「歴史

決議」と比べて,ま た一歩前進 しました。しか し,第12同 大会の報告ではまだ

商品経済,市 場経済の定式 は用いられていません。

客人 党中央は規範的性格の定式 をつ くりましたが,そ れ以前の党中央の指導

者の規範的定式 と異なる定式は,す べて正 しくないもの,あ るいは正確でない

ものなので,以 後二度と用いてはな らず,以 後はすでに確定 した規範的性格の

定式を用い,規 範に合わない過去の定式を改変 しなければならない,と いうこ
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とを意味するので しょうか。

主人 あなたの提出 した問題は,検 討に値 します。通常,党 の指導幹部や党の

理論活動家は,中 央がすでにある規範的性格の定式を確定 した後 に,総 じてそ

の規範的性格の定式を採用 します。細か く考えると,党 の決議が形づ くる規範

的性格の定式 と,過 去のある別の定式との間の差異には,次 の三っの様態があ

ります。第一の様態,過 去のいくっかの定式は,反 復討論や実践による検証に

よって,正 しくない,あ るいは不正確であることが証明され,当 然,二 度 と用

いてはいけません。第二の様態,過 去のいくっかの定式は,規 範的性格の定式

と定式の上でいささか違 いがあるが,実 質的には大きな違いはないか,あ るい

は互いに排斥 していないので,ど うしてもどこでも規範的性格の定式を用いる

必要や,違 うところがある他の定式の使用を許 さない必要 はありません。第三

の様態,あ る定式は間違 っていないばかりか,は なはだ革新的,先 導的である

が,ま だ政策決定圏の共通認識をかち得ておらず,し たがって,規 範的性格の

定式 として採用 されてお らず,将 来,共 通認識をかちとれば,規 範的性格の定

式 として採用される可能性があります。

客人 社会 艦義的市場経済 という定式 は,ど の様態に属するので しょうか。

主人 少な くとも,第 一の様態には属 さないと思います。小平同志 も第一類 に

は属さないと考えていたようです。

客人 どうして分かるのですか。

主人 小平同志がその後 も,r社 会主義 も市場経済を行 うことができる」という

定式の使用を放棄 しなかったか らです。今か ら,小 平同志の関連論述の第二の

ものを少々紹介 しましょう。

客人 ちょっと待 って下 さい。先ほど紹介 したばかりの第一の論述,っ まり小

平同志と 『エ ンサイクロペディア ・ブ リタニカ』副編集長ジブ..一一氏等 との対

談は,ど こか ら引用 したのですか。

主人1981年9月,地 方の社会科学院の刊行物が,「 登β小平副主席の四っの基

本原則の堅持および政治 ・思想活動の強化の問題に関す る講話摘要」 と題する

一組の集録文献を掲載 し,そ の中に,小 平同志 とジブニー氏等 との対談が摘録
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されています。 わた しの二っの論文 は,小 平 同志 の そ の談 話 を紹 介 し,そ こか

ら引用 した のです。

客人 出所 は信頼で きますか。

主人 っき合 わせを したので,信 頼 で き ます 。

第二次論述と経済制度改革の決定

主人 わたしが見た文献か ら言 って,小 平同志が二回目にこの問題を話 したの

は,1984年10月 の顧問委員会第三回総会における講話で した。

客人 この5年 間に,「計画経済 と市場経済の結合」あるいは 「計画調整 と市場

調整の結合」をほかに話 したことはなかったのですか。

主人 たぶん,あ ったで しょう。わた しが収集 した第二次論述は,こ の問題に

ふれた講話であり,公 刊 された郵小平 『巾国の特色を もっ社会主義の建設』と

いう本の中にすでに入 っています。講=話の背景は,第12期3中 全会が党中央の

「経済制度改革に関する決定」を採択 したことです。中国の経済改革は,70年 代

末に農村か ら始 まりました。農村改革は,家 族の生産量連動請負責任制の推進
(2)

を中心 とし,専 業戸の大幅な発展 と農産物の統一購 入 ・統一販売の部分的開放

に加えて,い く年にもわたる努力,成 果は,顕 著であ り,農 業生産 と農民生活

は急速に向上 し,商 品経済は日ましに活発になりました。都市経済にも活気が

生 まれました。情勢 は,農 村で始まった改革から,都 市を中心 とする全面的な

経済制度改革まで前進することを要求 し,経 済制度改革の全局面を統轄する戦

略的政策決定 と理論的指導の形成を要求 しま した。第12期3中 全会の決定は,

このような要求に応 じて生 まれま した。それは,社 会主義経済理論および経済

制度改革の指導思想におけるわが党のさらに大きな一歩前進の標識で した。そ

れは,商 品経済 と資本主義 とを同一視 し,社 会主義 と商品経済[著 者は計画経済

と誤記]と を対立視 してきた伝統的観念を突破 し,「社会主義的計画経済 は,価

値法則に意識的に依拠 し,そ れを運用 しなければならない,公 有制を基礎 とす

る計画的商品経済である」という新 しい観念を確認 し,「社会主義的商品経済を
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発展 させ る」とい う新 しい方針を提起 しま した。それはまた,「 計 画経 済 は,指

令 性 計 画 を 主 とす る こ と と同 じで はない」を提起 し,「指令 性 計 画 の範 囲 を徐 々

に適 切 に縮小 し,指 導 性 計 画 の範 囲 を徐 々 に適 切 に拡大 し」 なければな らない

ことを確認 したが,二 年 前 に この観 点 は公然 た る批 判 を受 けたのです。顧問委

員会 の第 三回総会 は,第12期3中 全 会 の 閉 幕 に引 きつ づ いて招 集 ・開会 され

ま した。小 平同志 は,こ の会 議 の席 上 の講 話 で,経 済 制度 改革 の決 定 は 「立派

な文 書」であ り,「 綱 領 的文 書」で あ る と称 賛 しま した。彼 は次 のよ うに述べ ま

した。「この文 書のすば らしい点 は,社 会 主義 が何 で あ るかを解 釈 したことで あ

り,あ る点 はわ た した ちの"ご 先 祖様"が 言った ことが な い話,あ る点 は新 し

い話 で あ る。 明確 に説明 している と思 う。過去,わ た した ち は この よ うな文 書

を書 く ことが で きず,こ の 数 年 の実 践 が な か った な らば,こ の文 書 は 書 け な

か った。 書 く ことがで きて もa採 択 は容 易 で なか った。 わ た したちは,自 身 の

実 践 によ って,新 しい状況 の下 で現 れ た新 しい問題 に答 えをだ した。四っの原

則 の堅持 につ いて 言わな くて よいのか。 それはまさに社 会主義の堅持で あ り,

さ もな けれ ば,"四 人 組"の"社 会 主義 の雑 草 はい るがf資 本 主 義 の種 苗 は い ら

な い"に な って しま う。 思想 の解 放 わ た したち占参の同志 にはこの任務 があ

る」。

客人 思想 の解放,マ ル ク ス主 義 の認 識 論 と思 想 路 線 について も話 して下 さ

い 。

主人 それ は}貫 通 す る一 筋 の赤 い糸 の ことですね。"ご 先祖 様"が 言 わ なか っ

た こ とを強調 し,新 しい こ とを強調 す るの は,マ ル ク ス主義 の堅 持,マ ル ク ス

主義 の発 展 を強 調 す る ことで もあ ります。小平同志 は別 のところで次 のよ うに

述べ ま した。 マル クス以後 の100年,結 局 どん な変化 が生 まれ た のか。 変化す

る条件 の下で,マ ル クス主 義 を どの よ うに認識 し,発 展 させ たの か。 は っき り

させ る必要が ある。 マルクスの死後100年,200年,1000年 た って生 まれ た問

題 の解 決 を,マ ル ク スに求 め る こ とはで きな い。 レー,..rンも同様 に死 後50年,

100年 た って現 れ た こ とが らを引 き受 けることはで きない し,そ の 問題 の解 決

を レー ニ ンに求 め ることはで きない。真のマル クス帯 レーニ ン主義者 は,現 在
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の状況 にもとついて,マ ル ク スeレ ー ニ ン主義 を認 識 し,継 承 し,発 展 させ な

けれ ば な らな い。 「新 たな観点 でマルクスeレ ー ニ ン主義 を継 承 ・発 展 させ な

いか ぎ り,真 の マ ル クス=レ ーニ ン主 義 で はな い」(r人 民 日報』1989年5月17日

付報道)。

客 人 社 会 主 義 的商 品経 済 は,新 しい思 想 ・観点 で すね。

主 人 それ は,た いへ ん重 要 で基 本 的 な新 しい思想 ・観点です。 この新 しい思

想 ・観点 はどこか らきたのか。小平 同志 は,実 践 の 中 か ら,と くに ここ数 年 の

経 済 制 度 改革 の実践 の中か らきたことを強調 して います。 マル クス主義 は実践

の中で発展 し,ひ とび との認 識 は実 践 の中 で 向上 します。実践 は第一,実 践 は

認 識 の源泉,真 理 の基 準 で あ り,理 論 的論 争 の中 で 実践 は最 も雄 弁です。

客人 先 ほどあなたが紹介 した,社 会 主義 的 商品 経 済 と い う定式 にっ いては,

理 論 界 に賛 成 ・反 対 の論 争 が あ ったそ うですが,こ の文 書 を数 年 前 に は 書 け

ず,「 書 けて も,容 易 に は採択 され な い」 と,ど う して小 平 同志 が 言 った のか,

理解 が増 しま した。

主 人 小 平 同志 が理論界 のこの論争を知 って いたかど うか,あ るい は どの程 度

細部 まで知 って いたか どうか,わ た しは知 りませ ん。 いず れ にせ よ,小 平 同志

の理解 に よれ ば,多 くの年 月,わ れ わ れ の理 論 隊列 で は,社 会 主義 的計 画経 済

だ けを重 視 し7商 品経 済 を社会 主義 とは別 の もの と見 てお り,こ の伝 統 的観 念

は なか な か頑 強 で あ り,こ こ数 年 の経 済 制 度 改革 の実 践 と成果がなか ったな ら

ば,多 くの ひ とび とが社 会 主義 的商 品経済 とい う新 しい観念 を受 け入 れ ること

は,容 易 で は あ りませ ん で した。小平 同志 は次 のよ うに述 べま した。「思想の解

放,わ た した ち古 参 の同志 に は この任務 がある」。これが顧問委員会総会 にお け

る講話であ ったの は,対 象 が古参 の同 志 で あ ったか らです。 わた したちのよ う

な者 は,古 参 の理 論 活動 家 の中 に入 ります。思想 の解放,わ た した ち古参 の理

論 活 動 家 に は この任務があ る。

客人 中央委員会の総会が 「経済制度改革 の決定」を採択 し,「社 会主 義 的 商 品

経 済 」 は中央 が 確認 した規範的定式 になっなのですが,理 論 界 の共通 認 識 をか

ち と りま したか。



130商 経 論 叢 第32巻 第4号 0117)

主人 少なくとも共通認識をかちとるために,土 台を提供 しました。「決定」は

社会主義的商品経済を認めましたが,ま だ社会主義的市場経済という定式 は使

用 していません。「決定」は,社 会主義的計画経済はっまり計画的商品経済であ

る,と いうことを説明するさいに,次 のように指摘 しました。それは 「完全な

市場調整による市場経済ではない」。これに対 して,理 論界にはさまざまな理解

がありました。ある者 は,こ れは市場経済の否定であると考えました。ある者

は,「完全な市場調整による」市場経済を否定 しているだけで,市 場経済一般を

否定 していない,と 考えました。「完全な市場調整による市場経済」は,た とえ

資本主義社会でも,す でに過去のものです。現代の市場経済は,た とえ資本主

義的市場経済でも,す でにさまざまな程度,さ まざまな方式で,政 府の介入,

計画調整を受けている市場経済であり,も はや完全に政府の介入,計 画調整を

受けていない市場経済ではありません。理論界は,社 会主義的市場経済を行 う

ことに賛成 し,社 会主義はf完 全な市場調整による市場経済」を実行す るなど

と主張 しないことを表明 しました。

客人 経済制度改革の決定の採択 は,社 会主義的商品経済を規範的性格の定式

として確認 したので,社 会主義的市場経済 という定式を使用すべきでない,と

いうことを意味 したので しょうか。

主人 そうは言えないと思います。少な くとも多 くの人がそうではないと考え

ました。小平同志 もそうではないと考えたと思います。その証拠に,彼 はその

後の談話で依然 として正面か ら市場経済 という定式を使 うことを避けてお りま

せん。 これか らす ぐ小平同志の第三次の関連論述を話すことにしま しょう。

第三次論述と生産力の基準

客人 ほかで もない1985年10月 の小 平 同志 とア メ リカの企業 家 代表団 との,

あ の時 の談 話 です ね。

主人 あの談 話 の時 は,ち ょ うど 「経 済 制 度 改革 の決 定 」の採択一周年 で した。

アメ リカ企業家代表 団の団長 ガロ ンワー ドは,小 平 同志 に質 問 しま した。 彼 の
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質問は,社 会主義 と市場経済 との関係でした。小平同志の答えは次のとお りで

す。「問題は,ど んな方法を用いれば,社 会的生産力の発展によりいっそう有利

であるか,で す」。「これまでわれわれは計画経済を行 ってきま した。 これは当

然立派な方法で したが,た だ長年の経験が示 しているように,こ の方法だけで

は,生 産力の発展を束縛 しがちなので,計 画経済 と市場経済 とを結合す るのは

当然であり,そ うすれば,一 歩進んで生産力を解放 し,生 産力の発展を速める

ことができます」。このくだ りの談話は,新 華社が10月23日 にニュースとして

発表 し,翌 日主要各紙すべてが掲載 しました。

小平同志は,こ の中ではっきり,生 産力の基準を用いて,計 画経済 と市場経

済の問題を観察 し,評 価 しなければな らないと強調 しました。マルクス主義の

認識論,真 理論の実践基準は,史 的唯物論 と科学的社会主義の分野で運用され,

一歩進んで,生 産力基準として具体化 されました。生産力基準を,社 会主義の

各種活動の根本的な是非を量 る基準として堅持す ることは,ほ かで もない史的

唯物論 と科学的社会主義の分野で問題を研究することであり,マ ルクス主義の

思想路線を堅持することです。

客人 あなたが 「文鷹報』 に書いた論文は,小 平同志の 「問題は,ど んな方法

を用いれば,社 会的生産力の発展によ りいっそう有利であるか」を引用 して,

これこそマルクス主義者の問題検討の出発点だと考え,あ る外国の辞典の定義

を出発点 として市場経済の問題を検討する観点を批判 しましたね。

主人 問題の検討 は}定 義か ら出発できません。 このことは,毛 沢東が 『延安

の文芸座談会での講話」の中で提出しました。定義か ら出発せず,実 際か ら出

発する。 これは,マ ルクス主義の思想路線の必然的要求です。わた しは,市 場

経済の問題を検討 したある論文を見ましたが,そ れは外国のある経済学辞典を

出発点にしており,そ の辞典が市場経済に下 した定義 は,私 有財産制度を基礎

とするというような一文を含み,し たがって市場経済 は,た だ資本主義だけの

ものだと述べています。わた しは,こ の意見に照準を合わせて議論 しました。

わた しの考えでは,「問題の検討は,定 義か ら出発 してはならない。たとえマル

クス主義の辞典が下 した定義であっても,出 発点 とすることはできないのだか
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ら,ま して外国の しか も非マルクス主義の辞典が下 した定義は,な おさらそう

ではないのか。 さらに別の外国の辞典 は別の定義を しているのだから,な おさ

らそ うではないのか」。わたしの今回の議論は,問 題の検討にまさか定義を用い

なくて もよいのではないか,と いう疑問を引 き起 こしました。これは完全な誤

解です。定義か ら出発できないということは,定 義を用いてはいけないことと

同 じではありません。問題を検討 し,思 想を表現 し,概 念を運用すれば,概 念

は定義をもっ ことができます。 しか し,定 義は多様であり,変 化 します。問題

の検討は実際か ら出発 しなければならず,そ の中には,実 際にもとついて定義

を検討 し,分 析 し,選 択 し,創 造 しなければならないという意味があります。

ここで言う実際は,す でに存在 している実際,発 展 ・変化 している実際 まさ

に開拓 ・創造中の実際を含みます。市場経済は私有財産制度を基礎 とする,と

菖われますが,こ のような定義 は,せ いぜいすでに存在 している資本主義国の

市場経済の実際だけを反映 し,資 本主義の一部の国でさえも若干の国有財産を

もっているなどという実際はとうてい反映できてお らず,ま して社会主義制度

の下での市場経済の発展 という開拓 と創造の最中の実際の反映など問題にな り

ません。その実,あ る外国の辞典,た とえばイギ リスのピアス編 『現代経済学

辞典』(上海訳文出版社)に は,別 の記述があります。その辞典の市場経済の定義

は次の通 りです。「ある経済制度は,そ の制度の下で,資 源配分 と生産に関連す

る政策決定が価格を基礎 とするものであり,そ して価格 は,た だ生産者,消 費

者,労 働者,生 産要素所有者の間の自発的交換だけが生みだしたものである」。

この定義は,私 有財産制度を内部に含んでいません。市場経済 と所有制 とのっ

なが りの問題は,こ の辞典の説明ではこうな っています。「市場経済は通常,生

産手段の私的所有制,す なわち資本主義的経済を含む。 しか し社会的所有制の

条件の下でも,市 場経済は0定 程度機能を発揮する」。わたしは,こ の辞典の定

義が,発 展 ・変化 し,開 拓 ・創造中の実際に完全に合致 しているとは思 いませ

んが,し か し明らかに,市 場経済の基本原則の一つは私有財産制度であるなど

という定義の認識よりも,い くらか優れています。

客人 あなたは,市 場経済のどんな定義がよいと思いますか。
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主人 これは,経 済学の専門家が真剣に研究,討 論 し,発 表 しなければな りま

せん。わた したちが一般的に問題を検討する必要から言うと,わ た しは,市 場

経済の定義を 「市場調整を基礎 とする経済」,あ るいは 「市場が資源配分のさい

に基礎的作用を果たす経済」 とも言えるのではないか,と 考えています。この

定義を用いて,し か し 「市場経済は私有財産制度を基本原則 とする」 という定

義を用いないで,は じめて社会主義制度の下で市場経済を行 うことができるか

どうかという問題を検討することができます。当然,問 題の検討の出発点は,

やはり定義 わたしが賛成する定義 も含む ではなくて,社 会主義の改革

の実際であり,社 会主義制度の下で市場調整作用を発揮させる成果と経験,問

題 と進路の実際なのです。

第13回 党大会報告と第4次 論述

客人 小平同志の第4次 の関連論述の背景をもう一度紹介 して ください。

主人1987年10月 の第13回 党大会報告 は,こ の問題の理論,政 策 ・思想に関

して,「経済制度改革の決定」よりも,さ らに一歩前進 しました。党大会報告 は,

「経済制度改革の決定」の中で述べ られている 「総 じて,わ が国が実行 している

のは,計 画経済,っ まり計画的商品経済であり,完 全な市場調整による市場経

済ではない」,を繰 り返すことはしていません。報告が強調 した点は次の通 りで

す。社会主義経済(「決定」の中のこの箇所で用いられているのは"社 会主義的計画経

済"で あることに注意して下さい)は,公 有制を基礎 とする商品経済である。社会

主義の計画的商品経済制度は,計 画と市場が内在的に統一された制度でなけれ

ばならない。社会主義的商品経済 と資本主義的商品経済の本質的区別は,所 有

制 という基礎の違いにある。計画調整と市場調整 という二っの形式を上手に運

用 して,社 会全体における国民経済の調和ある発展を維持する。社会主義的商

品経済の発展は,市 場の発展および改善 と離れ られないが,市 場調整を利用す

ることは,決 して資本主義を行 うことと同 じではない。計画活動は,商 品交換

と価値法則の基礎の上に建設 しなければな らない。指令性計画を主とする直接
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管理の方式は,社 会主義経済の発展の要求 に応えることができない。計画調整

と指令性計画とを同 じとしてはならない。指令性計画の範囲を徐々に縮小すべ

きである。企業に対する国の管理 は,間 接管理を主 とする方向に徐々に転換す

べきである。…… 「報告」はまた,社 会主義的市場 システムの急速な建設 と育

成 とが必要だとし,消 費財や生産手段などの市場だけでな く,資 金 ・労務 ・技

術 ・情報 ・不動産などの生産要素市場を含むべ きだとしま した。社会主義の市

場 システムは,競 争的で開放的でなければなりません。

客人 この思想 は明確ですね。

主人 第13回 大会以後,理 論界の一部の同志は,社 会主義的市場経済 という定

式の採用を建議 しま した。彼 らは,比 較的発展 した,社 会化が相当高度に達 し

た商品経済は,市 場経済であると考え,あ るいはy商 品 もあれば市場 もあるの

で,商 品経済と市場経済 は同一の事物の二つの側面であり,両 者 は同義語 と見

ることができる,と 考えました。彼 らは,市 場経済 という定式の採用は,商 品

経済の運行メカニズムの特徴を突出させ,市 場が資源配分の主要手段になるこ

とを明示することができるaと 考えま した。わた しは基本的にこの意見に賛成

です。1988年 にわた しは 『思想を解放する新起点』(湖南人民出版社)と いう本を

書き,そ の中で次のように述べました。「商品経済,市 場経済 は,資 本主義制度

の下で十分に発展でき,現 在 もなお深 く広 く発展 している。社会主義国 は過去

に商品経済を排除 ・制限 した。高度に集中的な行政管理の生産物経済 は,あ る

特定の状況の下で,ま たある特定の任務の上で効果がある,と 一般的に言われ

るが,そ れはすでに活力に欠けていることを証明 した。現在わた したちは,社

会主義の公有制を主体 として堅持する必要があり,こ れを基礎に市場経済,っ

まり社会主義的商品経済を行 う必要があり,こ れは新 しい課題であり,困 難点

でも特徴点で もある。社会主義的公有制を堅持 しているのだか ら,根 本的に資

本主義的市場経済 とは異なる。市場経済を行わなければならないので,資 本主

義的市場経済か ら,生 産の社会化,商 品化,現 代化の共通法則を反映する文明

の成果を吸収 しなければならない。 これらは資本主義の専売品でなく,資 本主

義 も利用できるし,社 会主義 も利用できる」。この観点に対 しては,理 論界には
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別 の意見があ りま した。

客人 そのあ と,ど うな りま した。

主 人 小 平 同志 の この問題 についての第4次 論 述 は,1989年6月9日 の講 話 の

中 に あ ります。当 時 は,あ の[天 安門の]政 治動 乱 が 収 ま った ばか りで した。小

平 同志 は,こ の講 話 の中 で鋭 く提起 しま した。「この動乱が発生 したので,わ れ

わ れが制 定 した路 線 ・方 針 ・政策 の正 しさに問題 が発生 したのか」。これは,多

くの者 の脳 裏 に浮 か ん だ問題 です。小平同志 は明確 に答 えま した。「誤 りはあ り

ません」,「す べ て不 変 で す」,第13回 大 会 が確 定 した路 線 は,改 めて はい け ま

せ ん。

客 人 この 「誤 りはあ りません」,「すべ て 不変 で す」,「改 めて は い けませ ん」

に は,当 然,わ が党 が 改革 の十年 の実 践 で形 成 して きた社会主義的商品経済 に

関す る多 くの新 しい理論 政策 ・思想が含 まれて います。

主人 小平 同志 の6月9日 の講 話 は,当 時党 内 の一 定 範 囲 で印 刷 ・発 行 され,

そ の後 公 開発 表 され ま した。

客 人 この講話 の中で,計 画 経 済 と市 場 経 済 の 結 合 に つ いて述 べて いま した

か。

主人 公表 した文章 の中で,小 平 同志 は次 の よ うに述 べ て い ます。 「われわれ

は,計 画経 済 と市場 経 済 の結 合 を 引 きっづ き堅持 しなければな らない。 これを

改めて はな らない。実際 の活動 では,調 整 期 に は計 画 性 を多少 強 め るか,多 く

し,別 の時 期 に は市 場 調 整 を多 少 多 くしてよい。少 々弾力的 に行 うことだ」。

客人 当時 の背景 は,整 理整 頓 で した ね。

主 人 整理 整 頓 の ときは,計 画 性 を多 少 強 め るか,多 く して よ い。小平 同志 は,

それ を,-0定 の 時期 の実 際 の活 動 中 の あ る具体 的措置 とみな してお り,方 針 ・

原則 ・指 導 思想 ・理 論観 点 と して は,わ た した ち は,社 会主 義 的 商 品経 済 と,

市 場 と計 画 とい う問 題 で,す で に形 成 した ひ とま とま りの ものを,改 めて はな

りませ ん。

客 人 後 ろ向 きに改 めて はな りませんね。
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第5,6次 の論述の背景と内容

主人 この問題に対する小平同志の第5次 の論述は,薄 一波同志が次のように

紹介 しました。「1990年12月,彼 がわたしたちに求めた ものは,資 本主義と社

会主義の区別 は計画,市 場というものの内容でないことを理論的に理解 しなけ

ればならない,で した。社会主義にも市場調整があり,資 本主義にも計画制御

がある……市場経済を少 し行 ったか らといって,資 本主義の道だと思 ってはな

らない。そんなことはない。計画経済と市場調整 はどちらも必要だ。市場をや

らないと,自 ら落伍に甘ん じ,世 界のニュースす ら分か らな くなる」(r半 月談』

1992年 第15号)。

客人1991年3月2日,上 海の 『解放 日報』は皇甫平署名の論文 「改革 ・開放

は新 しい思考を必要 とする」を発表 しました。その中にある次の一文がひとび

との注意を引きました。「思想の解放 は決 して一度の苦労で永久の楽をするこ

とではない。計画と市場の関係を言えば,あ る同志 は常に計画経済を社会主義

経済 と同 じだと見な し,市 場経済を資本主義経済 と同 じだと見 なす習慣があ

り,市 場調整の背後にはかな らず資本主義の幽霊が隠れていると考えた。改革

が一歩進んで深化するにっれて,ま すます多 くの同志が次のことを理解 し始 め

た。計画と市場 は,資 源配分の二つの手段および形態にすぎず,社 会主義 と資

本主義を区別する標識ではない。資本主義にも計画がありf社 会主義にも市場

がある」。この一文は,小 平同志の1ggo年12月 のあの談話の精神にもとつ くも

ので しょうか。それとも小平同志が別に行 った談話の精神によるもので しょう

か。

主人 それは知 りません。調べたことがありません。

客人 小平同志はこの時 どうして 「市場経済を少 し行 ったか らといって,資 本

主義の道だと思 ってはならない」 ということを提起 したので しょうか。

主人 呉敬漣同志 のこの談話の紹介によれば,理 論界にはブルジョア的自由化

を批判 し,あ るいはブルジョア的自由化の理論的土台を批判する論文が少なか
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らずあり,計 画 と市場の問題を基本的制度 と直接に結びっけ,こ れは姓が 「社

L会主義]」なのか}姓 が 「資[本 主義]」なのかの問題だ と考えました。これ らの

論文の運用と,1984年 以前の 「社会主義的商品経済」の批判とは,ほ ぼ同 じ論

拠 と用語を用いてお り,社 会主義経済 は計画経済で しかあ り得ない,市 場経済

は資本主義経済で しかあり得ないと考えて,改 革の目標を 「市場志向」に置 き,

「市場経済」をわが社会主義経済制度の目標 ・モデルとするな らば,「 資本主義

的生産様式の経済範疇 と社会主義的生産様式の経済範疇とを混同 し」,「ひいて

は社会主義経済の性格を改変するだろう」。これは実際には,1984年 の第12期

3中 全会の決定がすでに突破 した伝統的観点を用いて,全 党がすでに到達 した

共通認識を否定するものであり,認 識上の後退であり,後 戻 りです。

客人90年 代初 めの小平同志の市場経済に関する談話の背景は,お そらくこれ

らの状況 と関係があるので しょうか。

主人 社会主義を否定 し,資 本主義を主張 し,私 有化を吹聴すること,そ れは

ブルジョア的自由化であり,批 判する必要があります。 もしも社会主義的市場

経済の主張をブルジョア的自由化だと見な したりsあ るいはその理論的土台だ

と見なして批判するな らば,そ れは方向,政 策の把握が正 しくないと言うべき

です。社会主義的市場経済に賛成かどうかは}当 然理論界でまったく自由に討

論できる問題です。

客人 小平同志の今年初めの南巡談話の関係論述 は,実 は彼が以前に度々述べ

た思想の繰 り返 しです。

主人 この第6次 の論述 も繰 り返 しですが,新 しい展開と発展があります。彼

はまず第一 に,思 想をさらに解放せよという一点から,問 題を提出 しました。

彼が言 うには,「改革 ・開放 は足を前に踏みだ しておらず,勇 敢 に突 き進んでお

らず,資 本主義の ものが多いことs資 本主義の道を歩むことが恐ろしいと長々

述べたてる。ポイントは姓が"資"な のか,"社"な のかの問題である。判断の

基準,主 に見なければな らないのは,社 会主義社会の生産力の発展に有利かど

うか,社 会主義国の総合国力の増強に有利かどうか,人 民の生活水準の向上 に

有利かどうか,で ある」。
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客人 これと1985年 のアメ リカ企業家代表団 との談話,市 場経済 と社会主義

の関係の討論,問 題はどんな方法を用いれば社会的生産力の発展に有利かの強

調は,完 全に同 じ思考です。

主人 小平同志のこの三っの 「有利」の判断基準にっいて,あ る同志 は次のよ

うに理解 しました。三っの 「有利」に適合する基準は姓が"社"で あり,適 合

しないものは姓が"資"で ある。 これは正 しくないと思 う。たとえば,高 度に

集中的な,完 全に行政指令的な計画経済 は,三 っの 「有利」に適合 しません。

しか し}あ なたはそれを姓は"資"と 言えますか。国外投資の導入 は}三 っの

「有利」に適合 し,社 会主義的政策ですが,「 三資企業」はすべて姓が"社"と

は言えません。っいでに言えば,三 つの外商投資企業一一 中外合資,中 外合作,

外商独資 は,略 称 「三資」ですが,適 切ではあ りません。 もし略称がどう

して も必要なら,「三外企業」の方がましです。小平同志は,中 外合資 ・合作は

「半分は社会主義だ」と述べたことがあります。すべて姓が"社"だ とは言って

いません。わたしの考えでは,小 平同志が提出 した判断基準の正 しい理解 は,

次のようでなければなりません。すべて三っの 「有利」 に適合する,あ るいは

社会主義のものである,あ るいは社会主義が必要 とし許 可するものである,と 。

この三者に不利なものは,す べて社会主義が決 して堅持すべきもの,あ るいは

許 可すべきものではありません。

客人 南巡談話 は社会主義の本質に関す る概括であり}新 しい概括です。

主人 この概括をっ くりだ した目的の一つは,説 明 しておく必要があります。

「計画が多いか,市 場が多いかは,社 会主義 と資本主義の本質的区別ではない。

計画経済は社会主義に等 しくな く,資 本主義にも計画がある。市場経済 は資本

主義に等 しくなく,資 本主義にも計画がある。計画と市場 はいずれ も経済手段

である」。この二っの 「等 しくな く」は,わ た したちの"ご 先祖様nが 述べたこ

とのない新 しい言葉であり,あ るいは事物の新 しい発展 と実践の新 しい経験 と

に もとついて"ご 先祖様"が 述べたい くつかの古い言葉を改変 したfと 言えま

す。 まさに皇甫平が論文で述べている 「この科学的認識の獲得 は,ま さにわれ

われの社会主義的商品経済 の問題における,ま た一っ重要な思想の解放であ
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る」。

客人 これは,現 在 の状 況 に もとつ いて お り,新 しい思 想 ・観 点 を用 いて の継

承 で あ り,マ ル ク ス主義 の発 展 です 。

社会主義的市場経済の問題における共通認識の形成

主人 小平同志の関係論述を総見すると,市 場経済 と社会主義 との関係の問題

で,彼 の思考過程は一貫 してお ります。この13年 間に彼は少な くとも6回 この

問題に論及 したが,こ のことは,彼 がこの問題にっいて深慮熟考を重ねたこと

を説明しています。彼は,こ の基本的理論問題で形成 した新 しい思想 ・観点を,

ずっと放棄 しませんで した。全党は,こ の問題で共通認識を形成 し,こ の共通

認識を強固に し,発 展させ,わ が経済制度の改革を大いに有利に推進 し,す で

に確定 した目標に向かって前進 ・発展 しています。

客人 見たところ,社 会主義的市場経済は,わ が経済制度改革の目標 ・モデル

として確定できましたね。

主人 これは必至の勢いであ り,も ちろん理にかなっていると思います。 ここ

ではまず第一に実践の問題です。経済制度改革はすでに十数年を経過 し,こ の

十数年の実践の経験を総括すると,事 実は明白です。わた したちの社会主義的

市場経済をめざす改革は,総 じてよい成果をあげ,わ た したちは市場経済 とい

う定式を用いませんで したが,商 品経済,市 場調整,市 場の作用の十分な発}

という定式を用いました。深土川などの経済特区の発展 はとて も速 く,そ こでは

最初か ら 「市場調整を主とする」方針の実行を明確に決めていました。経済特

区の姓は 「社」であり,「資」でないことを認めることは,わ た しの考えでは,

経済特区の市場経済 または市場調整を主とする経済の姓が 「社」であり,「資」

でないことを含み,認 めることでもあると理解で きます。広東の珠江デルタな

どいくっかの沿海地域の経済発展はとても速 く,活 力にあふれ,多 くの集団企

業 ・郷鎮企業,多 くの個人企業 ・私営企業の発展はとても速 く,活 力にあふれ,

その原因は多面的ですが,市 場経済の中での運動 ・作用であることが重要な原



140商 経 論 叢 第32巻 第4号 0107)

因である,と 認めなければなりません。国有企業の経営が活気に満ちている原

因 もまた多 くあるが,比 較的よく市場の要求を充た し,市 場に進出 しているこ

とが,重 要な原因である,と 認 めなければなりません。過去の 「市場経済 は資

本主義 と同 じ」 という伝統的観念の影響で,ひ とびとは,こ れ らの経済的成果

に言及するとき,市 場経済 との関係を避けてきましたが,現 在 「市場経済 は資

本主義に等 しくない」 ことを明確に したので,ひ とびとは,回 避 したり,忌 避

したりしなくてもよくなりま した。第二 に,改 革を深化させる必要があります。

目下,改 革が遭遇 している困難 存在す る問題 もまた非常に多いのですが,そ

の多 くは,市 場の作用をもっとよく発揮させることに関連 しています。国有企

業は経営メカニズムを転換 し,自 主経営,損 益 自己責任の経営実体にな り,市

場競争のなかで生存を求め,発 展を求めなければなりません。価格の不合理は

調整 し,価 格形成メカニズムは,基 本的には,市 場の需給の変化によって決め

る軌道に移 さなければな りません。市場 システムは育成 と発展を待 っていま

す。……社会主義的市場経済の目標 ・モデルを確認 し,経 済制度改革を深化さ

せることのできる明確な方向がいります。

客人 では,あ なたは,「社会主義的市場経済」の規定,「社会主義的市場経済」

と 「資本主義的市場経済」の区別にっいて,簡 単に説明できますか。

主人 「市場経済」は共通の性格です。「資本主義的市場経済」,「社会主義的市

場経済」は個別の性格です。共通の性格の 「市場経済」の規定をしましょう。

わた しはすでに簡単な定義を与えま した。小平同志は,1979年 にこう述べまし

た。社会主義の市場経済は,方 法的にも,基 本的にも,資 本主義社会[の それ]

と似ている。これは共通の性格を述べたのです。個別の性格,「社会主義的市場

経済」と 「資本主義的市場経済」との違いとなると,小 平同志が強調 した点は,

所有制という基礎が違 う,と いうことです。

客人 つまり方法 ・手段 としては,市 場経済 は市場経済であり,資 本主義の条

件の下での方法 ・手段 と,社 会主義の条件の下での方法 ・手段 とにどんな違い

があるのかを,強 調す る必要 はありません。

主人 基本的には似たものなんです。方法的にはいくらか差異 もあり得 ます。
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この問題は,実 践のなかで経験を総括 して,解 決 しなければなりません。試験

の前に,結 局どんな区別があるかを,論 争ではっきりさせ る必要 もなければ,

で きないことでもあります。

客人 区別は,主 として,所 有制という基礎にあります。社会主義的公有制を

主体 とする基礎の上に建設すること,こ れが市場経済のわた したちの社会主義

的規定です。

主人 ある同志は,市 場経済を行えば,資 本主義に向かいかねないと心配 して

いますが,そ れというのも,彼 の見方が次のようなものだか らです。資本主義

国の多 くの論者は,市 場経済 は私有財産制度を基礎 にしていると断 言している

だけでな く,も ともと社会主義国の多 くの論者 も,市 場経済に向か うことと私

有化の実行 とを結びつけている。つまり,市 場経済に向かうことは,社 会主義

を放棄することだ,と 。そこで,彼 らは,そ の道に反対 して,社 会主義を堅持

し,市 場経済を拒絶 しなければならない,と 断言するのです。わが党の主張 は

別です。わが党 は,社 会主義を堅持 し,私 有化を行わず,公 有制を主体 とする

基礎の上で市場経済を行 うことを主張 しています。

客人 これは,先 人が歩んだことのない道です。

主人 マルクス主義者 は,こ れまでずっと先人が歩んだことのない道を切 り拓

かねばなりませんで した。社会主義革命や社会主義建設 は,先 人が歩んだこと

のない道ではないで しょうか。現在,社 会a.の 改革を行 っていますが,私 有

制を基礎 として市場経済を行 う先人の道を歩んでいない以上,[そ れと]以 前の

社会主義建設者が公有制の基礎の上で計画経済を行 った道 とでは,相 当大きな

違いがあります。

客人 経済制度 運行メカニズムにある種の根本的性格の違いがありますね。

主人 所有制の構造 と公有制の実現形式にも違いがあります。過去のわれわれ

の所有制の構造ですが,社 会主義的公有制を唯一の基礎だと強調 し,あ る時期

には,公 有制が 「純粋」であればあるほど,「高級」であればあるほど,素 晴 ら

しい,と 強調す らしま した。現在わた したちは,わ が国の社会主義が初級段階

であるという実際か ら出発 し,ま た現代世界の他の国の経験をも参考にしてい
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ます。公有制経済が主体的地位を占あ,主 導的役割を果たすこと,個 人経済 ・

私営経済 ・外資経済を補充にす ること,多 くのウクラー ドの長期 ・共同の発展

をはかることsこ れを決めています。それは所有制の構造の改革です。 さらに

重要な点 として,公 有制の実現形式 も改革が必要です。集団的所有制は,改 革

しなければなりません。っまり形を変えた国家的所有制に近い形式から,集 団

的所有制の権利 ・責任 ・利益を体現する形式に改変 しなければなりません。国

家(全 人民)的 所有制 も,さ らに改革 しなければなりません。っまり基本的には

国の行政機関の付属物,指 令計画の執行者である形式か ら,基 本的には自主経

営,損 益 自己責任,市 場で平等に競争する経済的法人に,徐 々に改変 しなけれ

ばなりません。改革を経ていない以前の公有制について言えば,公 有制 と市場

経済は併存できないという説にも,一 理 あります。公有制の実現形式が改革 さ

れたのに,公 有制 と市場経済は併存できないという説には,道 理 はありません

し,す べて偏見に属 します。

客人 公有制を改革 し,私 有化を拒絶するのですね。

主人 そうです。私有化 も範囲を決めなければなりません。わたしたちは,主

体的地位を占める生産手段の公有制を私有制に変えることを拒絶 します。 これ

は,私 有化反対と言います。生活手段 〔生活資料〕について,マ ルクス主義者

はず っとその公有制を主張 しませんで した。生産手段 にっいて,わ た したちは

現在 もその私的占有を完全に排除 しておりません。個人労働者が彼 らの労働 に

必要 な生産手段を占有することは,当 然許 されます。一定範囲,補 充 として私

営資本 と外国資本 も,許 されます。農村 は家族の生産量連動請負責任制を実行

していますが,内 外のある論者 は,こ れを私有化だと呼びました。それは,正

しくありません。農村の土地 は公有です。当然,農 家 は農具,役 畜,農 業用機

器など他 に若干の生産手段を もつ ことができます。企業の株式制の試み も,内

外のある論者は私有化だと呼びました。正 しくありませんね。株式制の性格 は,

株式所有者の性格によって決まり,株 式所有者 は国家であ り,集 団であり,私

人ですか ら,株 式制が私有制だ と考えることはできません。

客人 わた したちの市場経済の社会主義的規定には,さ らに別の側面があるの
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で しょうか。

主人 あります。現代の資本主義的市場経済は,さ まざまな程度の国家介入が

あり,計 画的指導の市場経済です。その国家は,資 本主義国家です。わたした

ちの市場経済は,わ が国の法律,政 策,必 要な計画調整,行 政管理の下にある

市場経済です。 しかもわが国 は,社 会主義国家であり,最 大多数の最高利益を

代表 しています。わが国の法律,政 策,計 画,管 理は,こ のような利益を体現

しなければなりません。資本主義の国家が,彼 らの国の市場経済に介入する多

くの具体的方法,経 験 は,わ た したちにとって,理 解 し,参 考にし,わ た した

ちの状況にもとついて学習 し,運 用する価値があります。この側面 には共通の

性格があります。 しか し,国 家の性格の違い,こ れは個別の性格です。

客人 市場経済を行 うことの心配 は,一 に私有化 二に無政府です。

主人 わた したちには政府があり,し かも社会主義の政府です。小平同志は,

1979年 に最初に,わ れわれも市場経済を行うことができると述べたとき,結 局

のところ社会主義国であると言い,1992年 の南巡談話で も3「 もっと重要なこ

とは,政 権がわれわれの手中にあるということだ」 と言いました。わたしたち

の政権 は,市 場経済に対 して,マ クロ的計画調整を しなければなりません。た

だ計画調整の概念および方法は,い ずれ も過去 と多 くの違いがなければなりま

せん。総括的に言えば,わ た したちが建設 し,発 展させなければならない市場

経済は,社 会主義的公有制を主体 とする基礎の上にあり,そ して社会主義国家

の政策 計画のマクロ的調整 ・制御の下にある市場経済,す なわち社会I」義の

条件の下での市場経済です。 したが って社会主義的市場経済 と呼ぶのです。

客人 ある意見ですが,市 場経済,計 画経済 臼身,基 本的制度の属性でないと

考えるならば,ど うしてまた 「社会主義的」市場経済 と言わなくてはならない

ので しょうか。

主人 市場経済 は,資 本主義 と同 じではありません。 しか し,資 本主義の条件

の下で市場経済を実行すれば,資 本主義的市場経済です。社会主義の条件の下

で市場経済を実行すれば,社 会主義的市場経済です。ちょうど現代化のように,

現代化自身は基本的制度の属性ではありません。社会主義の条件の下での現代
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化の実現 は,社 会主 義 的 現代 化 で す。

客人 社 会 主義 的市場経済 は,ど の よ うに建 設 し,発 展 させ た らよ いの で しょ

うか。

主 人 それ は大 きなテーマです。 うま く話せ ません。総 じて,改 革 の任 務 は ま

だ大 きな困難 に満 ちてお り,わ た した ちがす で に創 りだ した ものすべてをs言

い換 えれ ば,も と もと 「市場 調 整Jと 呼ん だ もの を,現 在 「市場 経 済 」 と呼 ん

で も,決 して事 は完 結 したの で はあ りません。社会主義 的市場経済 とい う新 し

い制度 を建設す るためには,観 念 を変 え,構 想 を描 き,一 連 の重 要 な措 置 を手

順 よ く採 用 しなければな りません。 わが国 は非常 に大 き く,経 済 ・文化 の発 展

は非 常 に不 均衡 であ り,改 革 の展 開 も非 常 に不 均衡 です。 一面 で,チ ャ ンス を

っ か み,改 革 を速 め な けれ ば な らず,90年 代 は正 念 場 です 。他 面 で,長 期 の努

力 を しな けれ ば な りませ ん。小平同志 は次 のよ うに述べ ま した。「おそ らく,さ

らに30年 の時 間 が あれ ば,わ れわ れ は,各 方 面 で一揃 いの も っと成 熟 した,

もっ と定 型 的 な制度 を形 成 す る ことがで きるで しょう」。いずれ にせよ,経 済 制

度 改革 の 目標 ・モ デル にお ける共通認識 ですが,こ の点 は非常 に重 要 で す。 共

通認 識 があ るな らば,み なの努 力 は強 大 な合 力 を形 成 で きます。

実事求是 百家争鳴

客人 今年の6月 以来,新 聞紙上に社会主義的市場経済を論 じた報道や文章が

比較的多 くなりましたね。理論界には現在,共 通認識があるので しょうか。

主人 共通認識は,討 論の中で,実 践の中で,形 成 し発展 させるべきものです。

現在,市 場経済の問題について,実 事求是で自由に討論することができますが,

これはたいへんよいことです。賛成するもの,賛 成 しないものr不 完全に賛成

するもの,あ れ これの理解,多 くの異なる意見があり得ますが,理 論界では自

由な討論が許されるべ きです。市場経済をめざす改革の構想,方 法,手 順,発

生する可能性のある問題,あ らか じめ準備 してお くべき対策については,さ ら

に自由で適切な討論を展開 しなければなりません。
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客人 最後 の問題 を0っ 。 社 会主 義 的 市場 経 済 の定 式 に賛成 の同志 は,小 平伺

志 の論 述 を 引用 し,自 分 を支 えて い ます ね。 しか し,マ ル クス主 義 の思 想 路線

は,実 践 が 真理 の基準 で あ り,権 威 あ る引用 は真 理 の基 準 で はあ りません,こ

の点,ち ょとど うか と… …。

主人 よ ろ しい,わ た しが そ の問題 に答 え ま しょ う。第一 に,小 平 同志 の論述

を引 用 す る多 くの同志 は,彼 の理論 ・思 想 を研 究 し,紹 介 す るた めで す。 引用

者 が あ る論述 に賛成 し,紹 介 す るの は,そ の論 述 に道 理 が あ り,実 際 に合致 し

て い る と考 え たか らで あって,あ る人 の 口か らそれ がで て きたか らだ けで はあ

りませ ん。「実践 は真理 を検証 す る唯一 の基準であ る」とい う大論争 を経 て,わ

た したち は,す で に毛 沢 東 の 「二 っ のす べ て」の思想的 な濫 を打 ち破 りま した・

それは,毛 沢東 が晩年 に誤 りを犯 したか らだけで はあ りません。"ご 先 祖 様"に

っ い て,わ た した ち は現在,"ご 先 祖様"の 話 した 言葉 の 「一 句 一 句 が真 理 だ」

と考えてよいもので しょうか。小平 同志 自身決 してそ う考 えていません し・ ま

た決 して他人が 自分の 言葉 の 「一句一句 が真理 だ」 と考 え るよ うに要求 して も

いません。彼 の中国 の特色 を もっ社会 主義 の建設 の理論 は,全 体 的 に言 って,

す で に実 践 に よ って正 しい こ とが証明 されてお り,ま た実践 の中 で 引 きっ づ き

検証 を受 け,豊 富 に し,発 展 させ な けれ ば な りませ ん。彼 のあれ これの言葉 は,

真理 で はな く,す べ て実 践 によ り検証 しな けれ ばな らず,討 論 を許 さ な けれ ば

な りませ ん。 第二 に,あ る同志 が あ る問題 につ いて論 述す るとき,小 平 同志 の

言 葉 を引 用 して 自分 を支え るのは,そ の言 葉 が正 しい と考 え る以外 に,確 か に

さ らに も う一 つ の考 慮 が あ ります。 つま り,そ の ことに よ って,「 大 きな帽子 」

に よ る脅 しを防止 し,自 由な討 論 の保 証 を得 よ う と します。 これ も実際の状況

です。小平同志 の言葉 は,当 然,真 理 の基 準 に はな り得 ませ ん が,少 な くと も

無 理 に非難 す るに はあた らないで しょう。

客 人 「姜 太 公 こ こ に あ(2)」r.,「 剰 」の 石 は無 霰 」!

主人 マルクス主義の実事求是の思想路線と百家争鳴の学術方針 とは,わ たし

たちの 「姜太公」であり,「泰山の石」です。
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訳者註

糞育之1929年 に生 まれる。中共中央党学校副校長,同 校 「中国の特色を もつ社会

主義建設理論研究センター」主任。48年 中国共産党入党。52年 清華大学化学系卒業。
78年 全国政治協商委員。党中央文献研究室に勤務のとき

,「建国以来の党の若干の歴史

問題に関する決議」(81年6月 採択)の 起草 に参加。82年 同研究蜜副主任。88年 党中央
宣伝部副主任。著書 『歴史の転換において』。

q)大 帽子 … …転 じて 「権威,政 治 的 レ ッテル」 を意 味す る
。

(2)専 業 戸 ……特 定分野 の技能 に秀 で た農家。

(3)姜 太 公 ……姜太 公 は神 祖 す なわ ち神 々の元締 め。転 じて
,い か な る もの に も打 ち

勝 っ。

(4)泰 山石 ……泰 山 は中国 の名 山 の首 位。 当初 は泰 山 の石 を もって きて魔除 け と した

が,後 に 「泰山石 」 と紙 や板 に書 き,石 に刻ん で魔除 け と した
。
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